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本
報
告
で
は
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
六
月
創
刊
さ
れ

た
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
」
を
参
照
し
、
こ
の
雑
誌
に
お

い
て
知
識
人
や
衛
生
家
が
公
衆
浴
場
に
関
し
ど
の
よ
う
に
記
述

し
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
。
参
照
時
期
は
創
刊
か
ら
大
正

十
二
年
二
九
二
三
）
に
『
公
衆
衛
生
」
と
改
題
さ
れ
る
ま
で

と
す
る
。

『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
」
を
発
行
し
た
大
日
本
私
立
衛
生

会
は
、
公
衆
衛
生
事
業
の
推
進
を
目
的
に
官
と
民
と
の
協
力
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
大

日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
」
も
衛
生
思
想
の
啓
蒙
と
い
う
目
的
を

持
ち
、
当
時
の
衣
食
住
の
あ
り
か
た
や
街
路
、
鉄
道
な
ど
に
衛

生
上
の
目
配
り
を
し
て
お
り
、
そ
の
言
及
の
対
象
と
し
て
公
衆

浴
場
も
登
場
す
る
。
だ
が
公
衆
浴
場
を
含
め
、
入
浴
に
関
す
る
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言
及
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
な
か
で
は
主
に
温
泉
が
多
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
温
泉
の
紹
介
の
記
述
が
目
立
つ
。
日
本
の
温
泉

に
つ
い
て
は
温
泉
療
法
な
ど
医
療
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
記

述
や
温
泉
調
査
や
鉱
泉
に
関
す
る
規
則
等
へ
の
言
及
が
見
ら
れ

る
。
特
に
大
正
期
か
ら
は
温
泉
や
避
暑
地
な
ど
を
扱
う
記
述
が

明
治
期
に
比
べ
る
と
増
加
し
て
い
る
。
公
衆
浴
場
へ
の
記
述
は

温
泉
ほ
ど
顕
著
な
増
加
は
見
ら
れ
な
い
。

明
治
十
七
年
発
行
十
四
号
の
「
第
二
總
會
海
外
衛
生
上
景
況

ノ
報
道
（
前
號
ノ
續
こ
の
な
か
に
人
と
水
の
関
わ
り
の
一
例
と

し
て
「
浴
場
」
へ
の
言
及
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
八
八
三
年
ベ

ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
衛
生
博
覧
会
の
陳
列
物
品
の
項
目
紹
介

に
お
い
て
「
衣
服
及
上
皮
膚
保
護
沐
浴
」
と
い
う
語
が
現
れ
る
。

明
治
二
七
年
発
行
一
三
六
号
の
「
中
外
彙
報
」
の
「
列
國
デ
モ

ク
ラ
ヒ
ー
會
議
」
に
お
け
る
「
會
議
部
門
」
の
な
か
に
「
浴
塲

衛
生
」
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
ま
で
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。

衛
生
と
い
う
観
点
か
ら
公
衆
浴
場
や
入
浴
と
い
う
行
為
に
対

す
る
言
及
が
増
加
す
る
の
は
明
治
三
十
年
以
降
で
あ
る
。
明
治

三
十
年
発
行
第
一
七
二
号
の
「
中
外
彙
報
」
の
「
沐
浴
の
沿
革

及
其
衛
生
上
の
必
要
」
の
内
容
は
当
時
の
西
欧
雑
誌
に
お
け
る
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入
浴
に
関
す
る
記
事
の
紹
介
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
「
入
浴

の
衛
生
上
必
要
な
る
は
争
ふ
く
か
ら
ざ
る
所
」
と
い
う
記
述
が

あ
る
。
入
浴
に
対
す
る
衛
生
上
の
注
意
や
入
浴
設
備
に
対
す
る

注
意
は
明
治
三
一
年
発
行
第
一
八
四
号
の
「
質
疑
應
答
」
に
登

場
す
る
。
こ
の
「
理
髪
所
又
は
浴
場
に
於
て
病
毒
を
傳
染
す
る

こ
と
あ
り
之
れ
を
豫
防
す
る
簡
便
な
る
方
法
」
と
い
う
問
い
へ

の
回
答
に
お
い
て
、
日
本
の
浴
場
に
お
い
て
は
肺
結
核
や
「
癩

病
」
等
が
伝
染
し
や
す
い
と
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
特
に

肺
結
核
は
床
に
吐
く
疾
が
原
因
で
あ
り
、
大
瓶
の
疾
容
器
を
備

え
て
こ
の
中
に
疾
を
吐
か
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
容
器
を
浴

場
主
が
厳
重
に
消
毒
す
る
こ
と
な
ど
の
提
案
を
し
て
い
る
。
な

お
、
そ
の
後
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
」
の
「
結
核
」
の
項

目
に
「
疾
壺
に
就
て
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に

「
浴
場
」
の
語
は
見
ら
れ
ず
、
浴
場
と
疾
壺
の
関
係
性
は
明
確
に

は
う
か
が
え
な
い
。
明
治
三
五
年
発
行
第
二
三
四
号
の
「
寄
書
」

の
「
入
浴
装
置
の
改
良
を
望
む
」
で
は
入
浴
設
備
が
不
完
全
で

あ
り
不
潔
で
あ
る
の
で
様
々
な
伝
染
病
が
伝
播
す
る
こ
と
が
あ

る
、
特
に
「
洗
湯
営
業
者
の
浴
槽
」
は
一
つ
の
浴
槽
を
多
く
の

人
が
利
用
す
る
の
で
改
良
が
必
要
だ
と
述
べ
て
い
る
。

『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
」
か
ら
、
明
治
三
十
年
頃
の
衛
生

家
た
ち
に
、
衛
生
上
入
浴
に
注
意
す
る
と
い
う
認
識
の
萌
芽
を

見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

大
正
期
に
入
る
と
、
大
正
二
年
三
六
八
号
「
衛
生
時
代
観
」

の
「
特
殊
部
落
の
衛
生
に
就
て
」
に
お
い
て
こ
の
「
特
殊
部
落
」

に
対
す
る
改
善
す
べ
き
点
と
し
て
衛
生
家
の
立
場
か
ら
、
浴
場

の
設
備
を
奨
励
し
、
衛
生
思
想
の
普
及
に
努
め
る
よ
う
に
と
あ

り
、
入
浴
が
衛
生
上
不
可
欠
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。


